大阪市立自然科学博物館館報２ by unknown


















































































す 第 1 の場合は，はじめから調和をあきらめ，自分の研究テーマはそのままおし進め，一方ではそ
れと無関係に，断絶した形で展示等の館の仕事をやってゆとうとする場合。







学 I , c ：近畿地方シダ植物相








の 故なら，研究スタッ 7が何十人も何百人もいる場合の 1 人として乙れらA～Fのテーマを考えれ
り ば，実にふさわしいテーマであると考えられるのに， l 人で l 分野を受持たねばならぬ当館の現状






























































昭和24年11月 8 13 ：一自然科学博物館開設準備委員会設
置
昭和25年4月 1 13 ：一自然科学博物館費予算IC計上






















敷地面積. -2,376 Om2 




































TEL 0720 (54) 1692 
嘱 託宮武頼夫大阪市港区千代見町3丁目
八雲住宅201号








管理室 145. 2m2 
会議室 66.0m2 
講堂 597.5m2





来年始（12月 28 日～ 1月 4 日）
他に展示室町整備のため臨時休館すると
とがある。
（昭和43年3 月 1 日現在）
ゐ二句~I五 1361371 ぉ139 而：；；＿ [ 42 
館 長 1 1 1 1 1 1 1 1 
係 長 1 2 2 2 2 2 2 2 
義賢官諒 1 1 2 2 3 2 2 1 2 2 1 1 1 1 
芸学員｛技技術術吏員 4 3 3 3 4 3 2 3 
1 1 1 1 1 
署員｛：：： 2 2 2 2 2 1 1 1 1 1 
嘱 託 2 2 2 。 1 1 1 
合計 I 12 I 12 I 12 I 13 I 13 I 12 I 13 I 12 
3 3-2 異動（昭和39年4月 1 日昭和43年 2月 l 日〕
昭和4C年 8月 1 日筒井嘉隆非常勤嘱託
昭和40年8月 1 日千地万造学芸係長より館長に
就任



































































































4 150 999 361 208 1,559 3,277 
5 1, 539 640 175 178 1, 159 3, 691 
6 2, 731 801 208 175 1,264 5,179 
7 731 742 253 179 946 2,851 
8 1,044 1,258 427 187 986 3,902 
9 50『 784 235 139 757 2, 420 
10 2,815 8,913 7,036 1,407 3,285 23,456 E戸：~：.11 1,304 4,131 3,261 652 1,523 10, 871 
12 892 363 156 61 5日5 1,977 
1 233 380 84 52 415 1,164 
2 1,169 450 83 582 2,414 
3 2, 701 963 244 114 988 5,013 
告




4 489 1,216 411 433 1,360 3,909 
5 1, 079 1, 047 400 294 1, 049 3, 869 
6 2,067 367 240 181 634 3,489 
7 843 649 215 151 616 2,474 
8 1,285 8651 325 205 594 3,274 
9 203 859 339 154 655 2,213 
10 1,081 4,766 1,054 899 3,233 11, 033 特別展
11 354 592 177 205 565 1,893 
12 480 304 137 130 355 1,406 
1 230 127 111 371 1,274 
2 573 165 104 516 1,849 





























































4 378 l，日00 80 1, 634 3,445 
5 904 9唱自 128 1,700 3,984 
6 1,522 596 216 1, 169 3,763 
7 757 625 166 953 2, 779 
8 354 1,546 254 1,003 3,813 
9 762 1, 184 182 937 3,331 
10 92 6 6, 268 2,393 360 4,850 14, 797 特別展
11 1,475 742 236 151 1, 001 3, 605 
12 1, 032 442 150 96 428 2,148 
1 142 281 67 82 310 882 
2 2, 712 455 86 112 512 3,877 
3 2,353 1,025 372 210 1,163 5, 123 
歳
1. 









































































































































































































Odonata 崎蛤目 Protura 原尾目
Dermaptera 草麹目 Collembola 粘管目
Orthoptera 直麹目 Thysanura 総尾目




Hemiptera 半題目 Plecoptera 被趨目
(H類ムoをシm類のopぞ，teカくraイ白アプラシ／) Emb10ptera 紡脚目ガラム Isoptera 等週目
Ps田optera 噛虫目
Mecoptera 長短目 Mallophaga 食毛目
Neuroptera !iii\麹目 Anoplura シラミ目
Thysanopte回総趨目
1fgν~~~f~eaa 蝶類 Trichoptera 毛麹目





































































































































Mantodea カマキリ目 61 



























































































































































































年月 日 採 ~ 物
1960.12.26 明石象の牙




1962. 1. 7 肋骨3木










問 3. 21 1 削，指の’「i









立自然科学博物館l乙守寄贈する ζ とをすすめられた。 紀川
君の希望と ζれまでの経過をf（！，井博士からrmいた当館は
よろ乙んでその厚立をうけ， HJ65年6 月 15 阿千地館長 ・
日浦学芸係長 ・ 波国学芸員が， 亀井1噂士，市原尖博士
（大阪市大〕，石田志朗博士 （京大）および京大大学院学
生， 京伺l教育大学生と共lζ紀川君の案内で発御現場を調




ついては 5-5-0, 6-3 2 で報告する。
昭和41年10月化石j品開催に際して， 乙のi'.tillな原本の
寄贈Iζ対し， 中馬大阪市長から感謝状が贈られた。
なおとの根本の受Jlrl経過については Nature Study 





















昭和 32 年度 77 77 
昭和 33 年度 331 408 
昭和 34 年度 908 1,316 
昭和 35 年度 1, 453 2,769 
昭和 36 年度 1,278 4,047 
昭和 37 年度 1,649 5,696 
昭和 38 年度 2,158 7,854 
昭和 39 年度 2,415 10,269 
昭和 40 年度 1,831 12,100 





































































































































主究費1事学務省Tl 塁審 1 母
事k聞大学露支出学割： 巡行F~専務関籍軍？党記号

















































































































































































































































































































































































St副知 M郡部m of l昔拭u路I Hlstory J カ所
アイル予ンド Irelan品
National Museum of I開land など 2 カ所
アメ手カ合衆控室 u. 誌 A.
American Museum of Natural H時tory など76カ
済
アラブ速合
Societる Entornologique d’Egypte など日カ所
アルジエリア Algena
lnshtut Oceano宮raph1que d’Alger など 2カ絞
アルゼンチγArgentrna
Mt品開 Argentina de C棺ncias Natural関など吾
カ隣
イギ事ス England
話ritish Mu粧urn (Natu担i 詰istory）など38カ認可
イス予エル Israel
G開，Jo草花aI Survey of Israel など邑カm
イタ守ア Italy
Muse。 Tndentino di Scienze Naturali t;.1::20カ所
イヲク Iraq
N批ural History Mu出um 1 カ所
イラン






Mu盟。 de Historia N祭会問al 1 :11~奇
エクア l'JV Ee悶dor





Naturhistorisch<出 Mus叩rn zu Wien など 9 カ所
オランダ Netherlands 







Ins ti知怯 of G即•logy and Subsurface l<e駒arch
18 
2 カ主持
ごコス~ ＇） ヵ Costa Rica 
Museo N制ional de Costa Rica 1 カ所
コロンピ？ァ Colombia
lnstituto de Ciencias Naturales 1 カ務
コンゴ Congo
InsL d舎Etudes Cent開fncain時 1 ;1 r,青
；；ャマイヵ Jamaica








Sociedat Espa抗ola de 日i枇oria Natural, Musco 
Nacio凹l de Historia Natureles など5 カ所
セイロン Ceylon




Ins註れite of Scientific Information, Academy of 
詰dence of むき5設など10カ預
ソ oc;; ン British Solo田on Islands 
ひ叩art悶ent of A窓口culture, Honiara 1 カ所
タイ Thailand
Fo開抗日erbarium, Royal Forest Department な
ど2 カ認可
チェコスロノマキ悶y Czechoslovakia 






5田iete des Sc1en明鴻 Naturelles de Tums1e 1 ヵ所
テ事－ Chile
M出回諒部ional おお括和na Natu措1 など 2 カ所
デンマ－（］ Da良市ark
Unive目itets ゐolo草iske Museum など5 カ所
ドイツ西 γイツ
De包括ches Museum など筋力所
ドイツ東ドイ ·1 D‘ D R 
Zoo ogisches Museum der Hurnboldt·U説明間tlit
など11カ所
トノレコ Turkey
Department of Zoology, Univernty of Istanbul 
など2カ所
ニューカレドニア New Caledonia 
Musee Neo-caledonien など 3 カ所
ニュージーランド New Zealand 
Royal Society of New Zealand など9 カ所
South African Museum など 7カ所
メキシコ Mexico
lnshtuto de Biologia など3 カ所
モナコ Monaco
Musee de Monaco 1 カ所
モロッコ Marroc
ノルウェー Norway Institute Scientifique Cherifien 1 カ所
Universitets Zoologiske Museum, Oslo など5 カ所 ユーゴースラピア Jugoslav1ja






Pakistan Association for the Advancement of 5 カ所
Science 1 カ所
ハンガリア Hungary
Hungarian Museum of Natural History など4カ
所
フィリッピン Philippines
Univerrity of Philippines など2 カ所
フィンランド Fmland
Societas pro fauna et flora Fennica など7カ所
プラデル Brasil
Escola Federal de Minas de Ouro Preto など6 カ
所
フランス France
Museum National d’Histoire Naturelle など13カ
所
プルガリァ Bulgaria
Bibliotheque Centrale, Academie Bulgare des 
Sciences 1 カ所
ベトナム Vietnam
lns¥Itut Oceanographique de l’Indochine 1 カ所
ベネズェラ Venezuela
Museo de Cinensias Naturales など4 カ所
ベール Peru
Museo de Histona Natural など 1 カ所
ベルギー Belgique
Musee Royal de l'Afrique Centrale など 7 カ所
ポーランド Poland
Osrodek Dokumentacji i Informacj1 Naukowej, 
Polskiej Akademii Nauk など8 カ所
ポJレトガr＇レ Portugal
Esta~ao de Melhoramento de Plantas など 5 カ所
ホンコン香港 Hong Kong 
University of Hong Kong I カ所
マダガスカル Malgache
Institule de Recherche Scientifique Tananarive 
l カ所
マレーシア Malaysia
Sarawak Museum など3 カ所
南アフリカ South Africa 
Jレーマニア Romama
Museum d’Histoire Naturelle “Gr. Antipa”など
4 カ所
レノマノン Lebanon
American University of Beirut 1 カ所
ローデシア Rhodesia





















, •••• 二 .，－－－~－一一「
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。山陰地方（ 4 月 3～ 6 日〉 （千地〉
堺市教育委員会地学野外研修会実地指導
。兵庫県玄武洞（ 4 月 22·～23 日〉 （千地・波田）
柱状節理由発達した玄武岩採集



































2. 大阪府高槻市産タカツキワニ化石（自le no 66 
161, 2) 
（布施市北蛇草259 山本勝吉氏）
（茨木市竹橋町 4 <1)8 児島武利氏）
黄銅鉱，方鉛鉱h 輝緑凝灰岩 3点（file no 66 
ー167〕
大阪市北区新川崎町 1 三菱金属鉱業株式会社〕
4. 岐阜県瑞浪市産貝化石 17点（品le no 67-56]
（岐阜県瑞浪市明世町月吉早瀬光秋氏〉
5. ブラジノレ産メノウなど鉱物標本 7点（自le no 
町一1剖）
（大阪市都島区御幸町 1 の11 山添数一氏）
6. 中華民国台湾省産貝化石 51点 （五le no 67-
1槌）
（大阪市立大学理学部生物学教室粉川昭平氏）
7. 大阪地下鉄4号線工事で出土した化石（自le no 
67 193) 
（大阪市交通局高速鉄道建設本部






1 ）対馬・壱岐産両生腿虫類（40年 5月， 41年5～ 6
月）






























5月 11 日河内葛城山 一般見虫
5月 13日大東市安田 沖積層昆虫化石
5月 18 ・ 19 ・ 20日橋本市 首蒲谷庖昆虫化石
- 21 ー
（千地）




日月23 ・ 24 日 議官理主義長浜 氷室妻昆虫






3 ）ヲ I ~ 2主政務官草寺寺山 総冬Jl!Jl:\
4月 12田和歌山県粉河町 一般民JI\
4月 20 日 河内長野市ミ三目前水淡路氏
5月lB日豊中市上新Ill 火殺溺草草化，:i:;f芝草ミ
5月 24 日 f寺殺w " H 
5月 29日京都市 一般E毛糸
42年1月 8 日 羽曳野務大手立Ill ~r綴緩ll:<ヨE霊泉
1 月26詞桜井市初類w 務冬E亀tゑ
2月 l 自 , 三事室111 " 




5 ｝寺 4 持機本計7紀見.普 " 
6Jl 7 日 t室岡林市 , 
草月$日能勢妙見山 一般昆虫
草月 17～2413 北海道糠平 " 
ア月 17～25日 北海道熊石村及び奥尻烏 …主党隊員ミ
10月 6 日淡水術抱IAE巨 大板層群総務儀会
10月 19日議開林術 祭幼虫




































カメムシ，ト Y,f,等 3点 中村新次期日正記





























綴発草案SI.毒言語主主テ Eシデムシ 1ぷ 費支口築後氏




／、オt ぜロトンボ l 点 東灘弥氏














7月 5 日 大阪府和泉市鶴殿山付波
7月昌日 三葉県伊勢市島路Ill
7月 31～ 8月 1 日 滋賀県長浜桁主導ill
8月 7～ B 日 兵庫県神終邸主御内約苦濯の綴
2 -
2月 4 日西宮市甲陽園付近




奈良県宇陀郡産植物標本 20点 , 
近県産植物標本 16点 , 
豊中市周辺産植物標本 5点 小山三郎氏
滋賀県日野町鎌掛産植物標本 12点 児玉務氏
京都府産植物標本 14点 " 









日月 4～ 6月 兵庫県神崎郡大河内町砥の峯
B月20～23日 三重県多気郡宮川肘













































































































5月 27·～29 日 兵庫県養父郡関宮町鉢伏高原J司辺
6月 17·～24日北梅道糠平など






























柏原市マダケ白花 1 点 山本勝吉氏 豊中市産ウキアゼナ 1 点 谷本充甫氏
高野山付近産植物標本 3点 山元晃氏 コップタケ標本 1点 上回俊穂氏
金剛山・大台ケ原山植物標本 5点 西本裕氏 四国産植物標本 32点 西本裕氏
奈良県産植物標本 l 点 小山三郎氏 北海道産植物標本 13点 真鍋鶴松氏
和歌山県産ミズスギ標本 l 点 中島国雄氏 大台ケ原産地衣継物 3点 横井定氏
和歌山県産植物標本 3点 山元晃氏 奈良産など植物標本 4点 西本裕・谷中英記氏
和歌山県議厚誼山産植物標本 7点 堀 勝氏 奈良県産など植物標本 116点 児玉務氏
滋賀県産など植物標本 1日7点 児玉務氏 大阪府産など組物標本 12点 中西定雄氏
近県産植物標本 50点 上回俊穂氏 大阪府産など植物標本 22点 桑島正二氏
北海道産植物標本 102点 児玉務氏 京都産など植物標本 39点 上回俊範氏
金剛山産植物標本 B点 西本裕氏 各地産植物標本 171点 布藤昌一氏
新潟県産など植物標本 117点 桑島正二氏 九州産シダ植物標本 37点 筒井貞雄氏
シダ植物語本 2点 芹沢俊介氏 北海道産コンフ．標本 10点 佐々木茂氏








































































。 Discovery of Early Triassic Ammonoids from 
Gua Musang, Kelantan, Malaya (Notes on the 
Geology and Palaeontology of Malaya-ill) Jour. 
Geosci., Osaka City Univ., vol. 9, art. 4・m. p. 
111 12, pis. 3-4. 1966 
。 Onthe Remarkable Unconformity at the Jengka 
Pass, Pahang, Malaya (Notes on the Geeology 
of Malaya-IV). ditto vol. 9, arl.4 IV, p.123 130. 
1966 （市川浩一郎，石井健ーと共著）
。 Discovery of Aptian Ammonites from the Shi・
manto Terrain, Western Shikoku. Trans Proc. 
Palaeont. Soc. Japan, N S., no. 62, p. 242-250, 
pis. 29-30, 1966 （中居功と共著）
。 Geology of the Middle-Antagawa District, 
Wakayama Prefecture, with Special Reference 
to the Relationship between the Chich1bu Belt 
and the Sambagawa Belt Bull Osalrn Mus 
Nat. Hist., 20, 39-60, 2pls. 1967 













































































































































um Seasonal abundance and degree of parasitism 
of the Asiatic Rice Barer, Chilo 四ppressalis
(Lepidoptera Pyralidae) in Fukuoka Preｭ






































the Ryukyus. Rep. Commit. For. Sci Res. 
Kyushu Umv, No. 2 ・ 135-143 (1964) （佐藤と
共著）
c 近畿地方の同麹亜日見虫の研究
ω 大阪付近のセミについて 1, 2, 





















A reviswn of the subfamily Psyllmae from 
Japan (Hem1ptera Psyllidae) I, J. Fac Agr 
Kyushu Univ. 12 141 323-357 (1963) 
A revision of the subfamily Psyllmae from 
Japan [ Hem1ptera Psyllidae) I. J. Fac Agr 
Kyushu Univ 13 Il 1-37 (1964) 
(4) Psyllidae in the collection of the Osaka 
Museum of Natural History, with description 
of a new species (Hem1ptera : Homoptera), 
Bull. Osaka Mus Nat. Hist 17 19 32 (1964) 
(5) On the Psyllidae from the Yaeyama Group, 
the Ryukyus (Hem1ptera : Homoptera], Rep.
Commit. For. Sci Res. Kyushu Univ. No. 2 
135-143 (1964) 
(6) Notes on Psyllidae from the Ryukyus (Hem. 
Homo), Koロtyii 33 Il: 171-189 (1965) 
On some species of Psyllidae from the Hachijo 
Islands [ Homoptera), Kontyii 34 141 327-330 
(1966) 
Pachypsylla japonica sp nov., a remarkable 
lerp-forming psyllid from Japan (Homo 




州大学海外学術調査委員会学術報告第 l 号， pp.
m一回（19臼〕（宮本と共著）
八重山群島調査隊の採集した蝋類， 1レ川大学海外
学術調査委員会学術報告第2号， pp.117-120 (16 
64〕（宮本と共著）
Aquatic beetles of I口omote-1ima collected by 
the member of the second Expedition of 































































粘土層が第 1海成粘土層（Ma 1 ）であるととを確めた
（同行千地・日浦）。































6 4 1 地学
i ）昭和40年度






























































たが， ιれをみられた Kummel 博士（Museum


























ニア産の 1 l'Ji品，日本及び近接地方の3新種・ 2未記録
，、
1 報）；地質錘71 (838)p 379 
ii ）昭和41年度

















大阪市地盤沈下報告書OD 2 調査報告0D 1 





























．学 E 種・ 1既知種について白研究を行ない， Bulletin IC 3 J話 虫の調査を依頼され， B種餌となることを明らかにした
つ I 公表した。 （「ツシマヤマネコ奨中田昆虫の同定」， 市大探検， 7
［々 I ii ）水接半麹類の分布（目前fi）一一日本列島における 号〕。 旧枚岡市の史編纂室より依頼されて昭和初年IC調
晴 I 昆虫の地理的分布調査の一環として，過去10年間IC収集 査した旧枚岡市i盛田見虫のリスト（トンボ30積・直麹類
した日：本産の水楼・半水棲半麹類標本白検討を行ない， 36種・具担1煩68種・問題類18種・蝶71種・蛾76種）が束
瓜 I 72種を Bulletin IC 2篇公表した。己のうち従来日本か 大阪市より出版された（主主駒山を中心とする東大阪市の
ら知られなかったも白ほ4種ある。 動物）。
者 I iii）オサムシ白分布（日約一寸E畿地方におけるオ ix）キジラミの分類と生活史の調査（宮武〕 大阪を
IC I サムシ亜科の分布成立過程をしらべるために，冬期のミ 中心とする近畿地方の資料を収集，分類学的研究を行な
クロな分布調査を継続して行なっている。金剛生駒山地 う一方，分布・生活史を調査したが，珍らしい習性を有
田 I においてみられる系統発生上田位置と分布園田様相との する大阪産自キジラミを Bulletin I己新種として記載発
照応の法員ljf生について Bulletin IC公表した。さきに行 表L，生態的知見も付け加えた。国外由材料としては，

























白比較形態学的調査を継続しているが， 2, 3 の断片的
な試論の公表にとどまっている。言t羽有ICは次回ようなも
のがある。
・異型アゲハの系統発生上白位置，昆虫と自然 1 (3) 
・モンシ司チョウ属の歴史，昆虫と自然（投稿中）




















館報 I にあげた研究テーマ， A 近畿地方シグ杭物白











10月 25 日 大阪の新生代層で発見されたオサムシ化石
（日浦）
11月 l 日 問題目におけるキジラミ科の系統上白位置と
科内の習性の進化（宮武）
11月 B 日 シダの崎型の系統学的意義（瀬戸）
11月 15日 有田川中流付近白地質を例にした地向斜と変
成帯白問題（波田）
11月 24 日 対馬白淡水魚相の生物地理学的考察（柴田）
11月 30 日 間辺湾の底生有孔虫と Ammonia beccarii 
群集白問題（千地〕
12月 6 日 日本列島の見虫相形成IC対する日本海の意義
（日官官）
・カンアオイの分布 1 ・ 2, Natue Study 13 (12), 14 12月 13 日 ゼンマイ科の系統についての遠藤誠道論文白
(3) 紹介とシダの薬の Dimorphism （瀬戸）





3月 6 日 ワニの系統とヨウスコウワニ白生態（柴田）
3月 13日 前川博士白菜類説について（瀬戸〉
6-5 研究業績一覧




ウ化石田分布と層序”化石， 9: 1~ 12 (1965) 
96. 小畠・千地・池辺・石田・亀井・中世古・松本“大
阪層群よりワニ化石の発見”第四紀研究， 4 (2）・
49~ 58 (1965) 
97. h【EBE’ N ’ C宜m, M et lsHIDA, S. 
the Late Cenozoic Probasc1dea m ti官 Kmki1 
District, Japan" J. Geosci. Osaka City Univ., 
9 ・ 47·～87 (1966) 
98. SATO, M. “Some species of aquatic Coleoptera 
from New Coledoma” Bull. Osaka Mus. Nat. 
Hist., 19 ・ 1～8, pl 1 (1966) 
99. HIURA, I “A new species of Am出田町idae from 
New Caledonia" Ditto, 19 9~ 11 (1966]
100. 柴田保彦 g対馬白アムーJレカナヘピ（予報Y Dit加，
19: 13~ 17 (1966) 
101. TsUNEKI,K. “Notes on 田me Chrysididae and 
Sphecidae in the Collection of the Osaka h正use~
um of Natural History, with descriptions of 
three new species (Hymenoptera)” Ditto, 16 
19~28 (1966) 
102. HIURA, I “Contribution to the Knowledge of 
Anthocoridae from Japan and its adjacent ter” 
ritories (Hemiplera Heteroptera] 3” Ditto, 19 ・
29~37 (1966]
1日3 日i冊勇“栃木県塩原化石湖から発見されたカメム
シ由化石2種” Ditto, 19 : 39~ 45, pl 2 (1966) 
1日4. 日浦勇“金剛生駒山脈における歩行虫数種目分布”
Ditto, 19. 47-~ 52 (1966) 
105. 日浦勇“宝塚見虫館IC 所蔵されるトンボ標本”
Ditto. 19 . 53~ 58 (1966) 
106. 児玉務“近議地方タイ類目録E” Ditto, 19: 59 
~ 82 (1966]
107. 赤塚久兵4有“宝島（トカラ十島〕白地形および地質”
大阪学芸大学紀要B 自然科学， 2 ・ 143～149 (19臼〕
108. UMEZAKI, I “Some Marine Cyanophyceae of 
the Tokara Islands” Botanical Mag. Tokyo, 
68 : (801) 63 70 (1955) 
109. 瑚i原稔治“トカラ白魚”高知した学学術報告， 4(8):
1~ 11 (1955) 
30 
110. !<AMIT A, T. "Some Shrimps and Prawns from 
New Caledonia" Bull Osaka Mus Nat HISt. 
20. 1~ 10, pl 1 (1967) 
111. （印刷中）
112. SHIBATA,Y,“A small collection of Amphibians 
from Cambodia collecterl by the Osaka City 
Umvers1ty Expedition 1962-65” Ditto, 20 11~ 
12 (1967]
113. KONDA, I. “ Foraminiferal faunules from the 
Minabe-Sakai Shell Bed, Kii Penmsula, Central 
Japan" Ditto, 20 31~ 38, pls 2 ~ 4 (1967) 
114 HADA, s. “ Geology of the M1ddle-Aritagawa 
Dist口ct, Wakayama Prefecture, with special 
reference to the relationship between the 
Chichibu belt and Sambagawa belt ” Ditto, 20 
: 39～印， pls 5 & 6 (1田7)
115. HrnRA, I 
Anth。coridae from Japan and its adjacent terｭ
令 ritories (He1主1iptera Heter。ptera) 4” D1tt。，却
: 61~ 63 (1967) 
116. 日浦勇“日本産水棲・半水棲半麹類自分布の研究
1 大阪市立自然科学博物館所蔵標本白検討” Ditto,
20 65~81 (1967) 
117. 児玉務省近畿地方タイ類目録 E” Ditto, 20 : 83~ 
103 (1967) 
118. 西村三郎“ケツギョ類の起源と分化” Ditto, 20 : 
13~ 30 (1967) 
119. Cmn, M et LoPEZ, SM (1968)“Recent Foramiｭ
nifera in the Tanabe Bay” Bull Seto Marine 
Biol. Lab., （印刷中）
120. ]1仁 EBE,N. GHIJI’ M. et NAKASEK即。， K
。n the Ten工iinal Miocene in Japan" （印刷中）
121. MIYATAKE, M. 
d。nia” Bull Osal<a Mus. Nat Hist., 21 1~4 
(19飽）
122. MIYATAKE, Y “Pachypsy//a ;ap即日a sp nov., 
a remarkable lerp-forming psyllid from Japan 
(Homoptera . Psyllidae)” Ditto, 21 5~ 12 
(1968]
123. 日浦勇“日本産水棲・半水桜半主書類の分布白研究
r. 1967年北海道で採集した資料についてm Ditto, 
21: 13~ 17 (1968) 
124. 柴田保彦“対馬産淡水魚目録” Ditto, 21 19~29 
(19田）
125. （印刷l中）
126. 児玉務省近畿地方タイ類目録” Ditto, 21 : 31~ 53 
(1968) 
127. 千地万造“大阪市深層ボーリング（OD-I〕におけ
る大阪層部上部由化石有孔虫について” Ditto. 21. 
55~ 61 
業




















































































会IC, 3 月 1 日～4月初日まで，小特別展「日本の甲
虫展」を開いている。
7-3 特別展
























































昭和41年10月 1 日より 11月 15 日まで，当館2階第1展
示室全室を使用して開催した。入場者数は，特別展とし




























































とし， 吉良コレクションの分類展示と，大型種 ・ 華麗:fill
・ 南極の只 ・ 深海の只などめずらしい貝を展示した。さ















パンフレツト ・ 「世界の鍛！畏」 24ページを刊行
入場者数 ： 計85,521名（｜｝目場後日を~oるにしたがって











外部講師 ： 円本貝類学会金子み術男氏定員 lOOf且




．山の生物をみる会 8月 12～14日（木～土， 2i自），
8月 16 日～18日（水～金， 2泊）奈良県吉野郡澗川
定員 200名。
・X:liの戸をきく会 7月 3～4 日（土～日， 2泊）河内
長野市岩湧山外部鱗姉：日本野X°J.；の会大阪支部松根
元男 ・ 岡本恭治 · n下弘3氏定員 150名





・鉱物をさがす会 11月 7 日（日）川西市多国神社外
部講師 日本砿物趣味の会真鍋鶴松氏定日 200名
参加59組， 大人szq; 小人95名計 177名 | 
．小さな世界をみる会（顕微鏡観察） 12月 5 日（日）
館会議室定日40組参加36組，大人37名小人50:f,
計87名
・動物の冬どしをみる会① 1月 23 日（日）大京市野崎
～経寺定日50組多加者42組大人58名小人65名
計 123名
e1M物の冬どしをみる会② 1 月30 日（口）八尾市尚安
山容加者51組大人61名小人88名











・植物採集会 8月 7 日～8 日（土～日）兵庫県材輸邸
大河内町川上～砥の裟定日50名





・虫の戸を聞く会 9月 9 日（木） 八h~rfi~·：i安11.J 々上
外部講師：佐藤納氏定員50名










・谷川の動物をしらべる会 4 月24 日（ I＇！）河内長野市
鬼住石見川定日50組参加45組大人52~色小人65
名 J I· 117名




・秋の里子誌をさぐる会 1 1月 6 日 （ 日 ） 旭区城北公悶～
淀川提参加者51組大人51~『小人75:r, 計 126名
・小さな世界をみる会 12n 4 日 （日） 館講2皇室定員
40組 参加28組大人28~ 小人4oq; 合計68名









・野μのJllをきく会 6月 18～1911 （」二日 ， 1 i白） 河
内長野rliれ－湧山外部講師： n本!l!rX.~の戸大阪支部松
根元男 ・ μ下弘 · TJJ；（国!JJ 3氏定U6o:r, 星雲加計
大人25~ 小人24~. J十45~.
・鉱物採集会 7 Jl2411Ui ）京市IJ(.f相楽郡）JJI淡町和束
町外部IJ:.flili ：大阪府科学教育センター内~I：道夫氏 －
n本鉱物慾味の会氏必1鶴松氏定!l.50名 善訪日"l'J-33名
・樹木のみわけ)jを巾心とした植物採集会 8 J~ 4 ~ 6 
日（木～上， 2 i白） 兵mn~神的郡大河内町川上～砥
の本商店｛定.l160名 参加者28~
・標本同定会 8 月28FI (fl) 館講堂外部議師20名
（白iJ回保夫 ・ i'i鏑鵡松 . ~~tEfl功 ・ 大焔邦宏 ・ 梶山彦太
郎 ・ 金 子J.H桁リ｝ . 八木in純犬 ・ 永井:iE身 . 7,y~ 口修 ・ 芝
問太一 ・ 木村総 ・ 桑μ正一 － 小山三郎 ・ 児 I~務 ・ ·~b1J 
従.l .郎 ・ 総本刻I）.之 ・ i’·~~従w ・ 上III俊民1・野村健・功J\I.勝）
・鍛の依化11~抱j技術；昨科会 1Jl29 I 館会i滋室 外部
滅的：科学趣味センター抗日修氏 i.i:.l140i'1 多加者
13t, 





・化石をさがす 4月23日 （ 日 ） 泉佐野市沌の池 定
日 100組参加59組 205名
・谷川の動物しらべ 5月 14日（日〉 河内長野市天見
流谷外部講師・日本生態学会谷幸三氏定只 100組
多加87＊且 229名
．向上 5月21 日 （ 日）橋本市紀見峠根宵谷定員120
純益E加89組 262名
・小さな世界をみる 6月 111:! （ 日〉 鉛会議室定日
30組参加30組 87名
．化石をさがす 6月 4 日（日） 泉佐野市滝の池外
部講師 ロヌド地質学会前田保夫氏定日 150組多加
160組 432名
．向上 6月 11 日 （ 日 ） 同場所多加 126組 346名
・山の生物を凡る 8月 6～ 8 f3 （ 日～火， 2 泊） ・ 8
月 9 ～11 日（水～金， 2泊（ ・ 8 月 12～14 日（土～月，
2泊） 兵庫県養父郡関宮町大久保～鉢伏山外部講
師港附小学校永瀬幸一氏定貝 210~当
・秋のなく虫かんさつ 9 月 14 日（木） 羽曳野市道明
寺定日30＊且 多加32組821;
．向上 9 月 16Fl （土） 岡場所 長主加29組70:fi
．向上 9 月 19 日 （火） 岡場所参加24組側名
・同上 9 刀 20 日（水） 岡場所多加22組58名
・秋の燃かんさつ 10月 22 日 （ 日） 富田林市古志外
部講師： II本鱗麹学会川面l] IJB人氏定日50組重主力JI者
42組 105~『
・赤トンボ採集 11月 5 日 Cn ) 泉南部閉l町淡輪外
告~講師・関西トンボ淡路会i己花茂博士定日50＊且多
加者46組 1221;
・生物の冬どしを見る 2月 4 円 （ 円 ） 豊能郡能勢町
古川定日50総多加35組79名
年度判初lζ各小学校宛下記のようなピラを配布し， 学






















・地質見学会 5月 21 日（日〕 南河内郡太子町春日～
香芝町関屋外部講師大阪府科学教育センター内井
道夫氏定員印名参加13名




・偏光顕微鏡使用法講習会 8月 l～3 日（火～木）
大阪府科学教育センター（我孫子町） 外部講師セ
ンター阿部正宏博士定員40名参加者44名
．びわ湖・比良山の自然をさぐる会 8月 4～5 日（金










・虫の芦を聞く会 9月 13 日（水〕 八尾市高安山上
定員50名参加20名（台風のため〕
・森林植物園見学会 10月 22 日（日） 神戸市立森材ヰ直
物圏外部講師神戸市公園緑地課丸山一夫氏定員
50 名参加者28名
・シダ植物講習会 11月 12日（日） 箕面谷及箕面第 1
中学校外部講師．箕面ー中村田賢三氏定員50名
参加者18名（雨白ため）
．沖積層貝化石採集会 12月 3 日（日） 館および地下
鉄4号線本町駅工事現場外部講師。日本貝類学会金
子寿衛男氏定員40名参加者83名。









制 定昭32 10. 24 市条例38
































ζ白条例は，昭和39年 4月 1 日から施行する。
O大阪市立自然科学博物館規則
（開館時間）
制 定昭32.10. 24 市教委規則16





























附則 〈昭39. 3 31 市数量規則2)
Eの規則は，昭和39年4月 1 日から施行する。














































会員数 A 会員 214 
B 会員 663
賛助会員 10 













































4 A 会員会費年額 1,500円を納める団体文は個
入。








































































評議員による座談会をひらいた。 3月 2 日午後。出席者
18名。速記録は目下整理中で5月以降白 Nature Study 
誌にのる見込。
- 40 ー


